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臨時号                                平成 27 年 10 月 20 日 
 

 

港工同窓会ニュース

第
27
回
定
期
総
会
懇
親
会 

 

 

懇
親
会
参
加
者
数
内
訳 

 

恩
師 

６
名 

港(

全)

３
期
卒 

２
名 

港(

全)

４
期
卒 

１
名 

港(

全)

５
期
卒 

２
名 

港(

全)

６
期
卒 

２
名 

港(

全)

８
期
卒 

２
名 

港(

全)

10
期
卒 

１
名 

港(

全)

12
期
卒 

２
名 

港(

全)

13
期
卒 

１
名 

港(

全)

16
期
卒 

名 

港(

全)

17
期
卒 

３
名 

港(

全)

18
期
卒 

３
名 

港(

全)

20
期
卒 

３
名 

港(

全)

22
期
卒 

１
名 

港(

全)

23
期
卒 

２
名 

港(
全)

30
期
卒 

１
名 

港(

全)
36
期
卒 

１
名 

港(

定)
13
期
卒 

１
名 

港(

定)

19
期
卒 

１
名 

港(

定)

22
期
卒 
１
名 

後
援
会
他 

 
 
 

４
名 

 
 
 
 
 

計 
 

名 

  

※
こ
の
他 

六
郷
工
科
高
の 

総
会
の
み
参
加 

 

名 
   

来
春
の
定
期
総
会
は
、
六
郷
工
科
高
校

に
て
総
会
を
行
い
、
懇
親
会
は
母
校
周
辺

の
芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
を
予
定
し
ま
す
。 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
旧
交
を
温

め
ら
れ
る
機
会
に
な
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。 

  
 
 
 

記 
 

日
時 

平
成
28
年
６
月
18
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

場
所 

総 

会 

六
郷
工
科
高
校
に
て 

13
時
よ
り 

懇
親
会 

芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

16
時
よ
り 

 

※
詳
細
は
来
年
４
月
、
学
校
行
事
日
程
の 

決
定
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

  
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

上
記
参
加
者
数
の
と
お
り
、
懇
親
会
を

ク
ラ
ス
会
に
活
用
さ
れ
る
方
が
い
る
一
方
、

お
一
人
の
方
も
多
数
見
え
ま
す
。
初
対
面

の
方
で
も
、
古
い
校
舎
・
愛
宕
神
社
の
階

段
・
新
橋
駅
通
学
等
・
・
共
通
の
想
い
出

が
甦
り
直
ぐ
に
打
ち
解
け
ら
れ
ま
す
。 

ク
ラ
ス
会
が
無
い
方
が
大
勢
い
ま
す
。

お
一
人
で
の
参
加
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。 

           
 

訃 
 

報 
    

 
(

敬
称
略)

 

高
輪
一
本 

５
期
Ｅ 

吉
松  

昇 

高
輪
一
本 

７
期
Ｅ 

高
橋  

光
春 

麻
布
一
本 

５
期
Ｅ 

斉
藤  

茂
雄 

港(

全) 

３
期
Ａ 

 

岡
元  

藤
男 

港(

全) 

３
期
Ｃ 

 

野
口  

敏
雄 

港(

全) 

５
期
Ｍ 

 

大
久
保  

晴
夫 

港(

全) 

５
期
Ａ 

 

山
口  

泰
昭 

港(

全) 

５
期
Ｅ 

 

元
吉  

茂 

港(

全) 

５
期
Ｃ 

 

山
下  

亥
一
郎 

港(

全) 

７
期
Ｅ 

 

栗
山  

力 

港(

全) 

８
期
Ｃ 

 

和
泉 

保
夫 

 

港(

定) 

８
期
Ｅ 

 

鵜
飼 

邦
明 

港(

定) 

８
期
Ｅ 

 

瀬
川 

靖
弘 

港(

定)

11
期
Ｅ   

栗
原  

保 

港(

全)

14
期
Ｃ 

 

岡
松  

義
紀 

港(

全)

18
期
Ｅ 

 

日
野  

明 

港(

全)

20
期
Ａ 

 

中
村  

裕
厚 

 

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

 

平
成
28
年
度
定
期
総
会
・懇
親
会 

 
 

恩 

師 

訃 

報 

 

川
合  

道
雄 

（
国
語
）
定 

 

猪
口 

 

明  

（
自
動
車
）
全 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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六
月
総
会
に
初
め
て
参
加
し
た
。
忘
れ

か
け
て
い
た
、
自
分
探
し
の
旅
で
も
あ
っ

た
。
奄
美
大
島
か
ら
の
参
加
な
の
で
、
島

を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
地
理
的
に
は
現

在
は
鹿
児
島
県
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
か
ら

一
番
北
部
の
島
が
三
六
〇
キ
ロ
を
へ
だ
て
、

沖
縄
の
北
部
に
連
な
っ
た
五
つ
の
島
、
奄

美
本
島
、
喜
界
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部

島
、
与
論
島
は
約
三
〇
キ
ロ
沖
縄
へ
と
続

く
島
々
で
あ
る
。
文
化
的
に
は
、
沖
縄
よ

り
の
南
方
文
化
圏
と
言
え
る
。
戦
後
は
、

米
軍
の
統
治
下
に
お
か
れ
、
私
が
小
学
校

に
入
学
し
た
時
に
日
本
に
復
帰
し
た
。
そ

の
為
か
、
鹿
児
島
と
沖
縄
の
谷
間
で
生
き

続
け
た
島
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
、
東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
と
称
さ
れ

る
。
亜
熱
帯
の
自
然
が
残
さ
れ
、
現
在
世

界
遺
産
登
録
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。 

        
 

 

こ
の
島
で
私
は
東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、

「
ば
し
ゃ
山
村
」
と
言
う
観
光
の
村
を
立

ち
上
げ
四
四
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
そ
ん

な
中
、
港
卒
の
先
輩
が
島
の
女
性
と
結
婚

さ
れ
島
に
移
住
、
そ
の
紹
介
で
私
ど
も
の

村
に
港
工
御
一
行
様
と
の
縁
が
出
来
、
私

も
ま
る
で
、親
戚
と
会
う
が
ご
と
く
喜
び
、

皆
さ
ん
を
迎
え
、
必
ず
同
窓
会
の
出
席
を

と
約
束
を
致
し
、
先
輩
の
約
束
を
守
る
の

は
島
の
〝
お
き
て
〟
と
い
う
こ
と
で
出
席

し
た
次
第
、
浦
島
太
郎
の
ご
と
く
参
加
し

た
。
私
は
、
皆
さ
ん
と
出
会
う
す
べ
て
が

新
鮮
で
も
あ
り
昔
の
東
京
暮
ら
し
が
思
い

起
こ
さ
れ
て
な
ら
な
い
ひ
と
と
き
で
あ
っ

た
。
昭
和
三
九
年
、
私
は
島
か
ら
都
会
に

憧
れ
て
地
元
の
高
校
二
年
で
上
京
、
当
時

は
船
の
旅
、
し
か
も
沖
縄
か
ら
の
出
向
な

の
で
外
船
航
路
扱
い
で
、
晴
海
ふ
頭
に
着

岸
、
こ
れ
が
私
の
東
京
第
一
歩
で
あ
る
。 

当
時
、
叔
母
の
縁
（
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
）
で
港
工
に
途
中
編
入
試
験
を
受
け

た
。
程
な
く
校
長
室
に
伴
義
夫
校
長
を
訪

ね
た
。
伴
校
長
は
戦
時
中
父
の
仕
事
の
関

係
で
奄
美
で
過
ご
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、 

島
の
話
を
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
た
。そ
の
後
、

定
時
制
な
ら
許
可
し
ま
す
。
必
ず
卒
業
す

る
こ
と
を
約
束
し
、
小
池
先
生
を
紹
介
さ

れ
、
働
き
な
が
ら
と
言
う
こ
と
で
歩
い
て

い
け
る
日
本
電
気
三
田
事
業
所
の
紹
介
を

い
た
だ
き
、
東
京
生
活
が
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
し
た
。
仕
事
は
電
話
交
換
機
の
組
み
立

て
や
検
査
の
仕
事
が
主
で
あ
り
ま
し
た
が
、

仲
間
も
出
来
、
寮
生
活
に
も
慣
れ
た
頃
Ｎ

Ｅ
Ｃ
空
手
部
へ
入
部
し
ま
し
た
。
当
時
は

屋
上
が
道
場
で
裸
足
で
芝
公
園
あ
た
り
ま

で
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
汗
を
流
し
、
黒
帯
も
占

め
る
様
に
な
り
、
世
田
谷
区
の
大
会
等
選

手
と
し
て
も
出
場
し
、
去
年
Ｎ
Ｅ
Ｃ
空
手

道
部
、
創
部
五
〇
周
年
記
念
式
典
へ
も
参

加
致
し
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
部
員
が
当

時
の
数
倍
に
な
っ
て
い
る
事
と
、
今
も
現

役
で
道
原
師
範
代
が
お
元
気
で
あ
っ
た
。

こ
の
人
間
力
に
感
動
。
そ
の
空
手
の
ご
縁

で
東
京
で
は
日
本
警
備
保
障
Ｋ
Ｋ
，
現
在

の
セ
コ
ム
へ
特
別
機
動
隊
で
入
隊
、
現
会

長
の
飯
田
氏
と
も
東
京
駅
前
の
ラ
イ
オ
ン

で
ビ
ー
ル
を
く
み
か
わ
し
た
の
も
遠
い
思

い
出
に
な
っ
た
。
当
時
は
学
生
運
動
真
っ

盛
り
、
東
大
事
件
、
朝
日
新
聞
立
て
こ
も

り
事
件
、
新
宿
の
騒
乱
罪
適
用
な
ど
、
そ

の
真
っ
盛
り
に
警
備
の
仕
事
を
し
て
お
り

仕
事
が
増
え
続
け
、
昼
も
夜
も
仮
眠
し
か

取
れ
な
い
。
こ
ん
な
状
態
が
一
年
も
続
い

た
頃
、体
に
だ
る
さ
と
目
が
黄
色
に
な
り
、

そ
の
内
倒
れ
ま
し
た
。
東
京
駅
で
し
た
。

救
急
車
の
中
で
島
に
帰
ろ
う
か
な
と
思
っ

た
。
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
限
界
に
達

し
て
し
ま
っ
た
。
休
暇
を
取
り
島
に
帰
り

島
を
眺
め
て
い
た
ら
、
と
め
ど
な
く
涙
が

溢
れ
て
き
た
。
都
会
の
喧
騒
の
中
で
自
分

を
見
失
っ
て
い
た
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

宝
の
よ
う
な
島
が
あ
る
の
に
原
点
を
見
失

っ
て
い
た
自
分
が
情
け
な
く
な
り
、
島
に

帰
る
決
意
を
致
し
帰
郷
。
そ
れ
か
ら
四
四

年
間
こ
の
道
一
筋
、
奄
美
は
「
命
の
洗
濯

ア
イ
ラ
ン
ド
」
と
唱
し
、
島
の
す
べ
て
の

文
化
を
取
り
入
れ
た
経
営
で
年
間
十
数
万

の
お
客
様
を
迎
え
入
れ
ス
タ
ッ
フ
も
五
十

数
名
に
達
し
、
来
年
は
四
十
五
年
目
を
迎

え
る
。 

命
の
は
て
る
ま
で
、「
毎
日
が
人
間
修
行

で
あ
る
」
と
自
然
の
鼓
動
を
感
じ
る
こ
の

出
会
い
文
化
の
島
で
寄
せ
て
は
帰
す
波
の

ご
と
く
。 

港
工
は
廃
校
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時

の
思
い
出
が
母
校
と
し
て
生
き
続
け
る
受

け
皿
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
六
郷
工
科
高

に
も
敬
意
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
港
工

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
続
け
る
前
田

会
長
外
皆
様
方
に
唯
一
の
絆
を
築
い
て
い

た
だ
け
る
事
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
同
窓

会
に
参
加
し
て
の
感
想
と
い
た
し
ま
す
。 

〔
あ
ま
み
商
工
会
会
長 

 

㈱
ば
し
ゃ
山
村
・
㈱
南
洋
商
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役
〕 

 
 

 

平
成
27
年
度 

港
工
同
窓
会
に
参
加
し
て 

 
 

 
 

港(
定)

19
期
Ｅ 

 

奥 

篤
次 
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港(

全)
４
期
Ａ 

相
田 

四
郎 

私
共
、
年
に
２
回
恩
師
明
石
先
生
と
「
白

寿
」
と
「
米
寿
」
を
目
指
し
午
後
の
一
時

を
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
諸
兄
の

ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。 

  

港(

全)

４
期
Ｃ 

阿
部 

武 

14
号
の
会
長
手
記
に
輪
工
か
ら
港
工
へ

の
移
転
光
景
、
併
設
中
学
で
の
お
話
、
大

変
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。
当
地
域

プ
ラ
ザ
の
集
ま
り
の
中
に
「
桜
川
校
」
卒

の
方
が
居
ら
れ
年
下
の
よ
う
で
我
ら
分
校

の
「
借
校
」
事
は
ご
存
じ
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
が
「
新
橋
」
「
御
成
門
」
「
港
工
」

「
慈
恵
大
」「
愛
宕
山
」
付
近
の
話
で
弾
み

ま
し
た
。
我
々
４
Ｃ
の
今
年
の
ク
ラ
ス
会

（
輪
港
会
）
開
催
通
知
（
19
件
）
を
出
し

た
と
こ
ろ
で
す
。 

  

港(

全)

５
期
Ｐ 

丸
山 

日
出
夫 

私
達
の
ク
ラ
ス
会
（
５
Ｐ
会
）
こ
の
数
年

開
か
れ
て
居
ら
ず
、
年
賀
状
等
返
信
も
来

な
く
な
り
消
息
不
明
で
こ
の
会
報
が
来
た

の
を
機
会
に
、
幹
事
世
話
役
の
中
村
正
君

に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
介
護
等
に
世
話
に

成
っ
て
居
る
者
が
大
勢
だ
と
か
・
・
・ 

  

港(

全)

８
期
Ｃ 

岡
村 

政
一 

毎
年
ク
ラ
ス
会
を
６
月
に
新
橋
で
開
催
。

(

今
年
は
10
月)

毎
回
10
名
ほ
ど
の
出
席
。 

港(

全)

11
期
Ａ 

角
井 

勳
雄 

明
石
先
生
が
ま
だ
御
元
気
で
総
会
に
御
出

席
と
の
こ
と
。大
変
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

私
達
自
動
車
科
は
今
で
も
３
～
５
年
に
一

度
は
ク
ラ
ス
会
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
又

有
志
数
人
で
春
と
秋
年
２
回
、
下
手
な
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

12
期
E2 

剣
持 

純
保 

今
年
５
月
12
～
14
日
に
12

E2
の
ク
ラ

ス
会
を
奄
美
大
島
で
行
い
ま
し
た
。 

宿
泊
し
た
奄
美
リ
ゾ
ー
ト「
ば
し
ゃ
山
村
」

の
社
長
が
港
工
同
窓
生
と
云
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
今
年
の
総
会
に
出
席
さ
れ

る
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 

 
  

港(

全)
12

期

E2 

二
宮 

允
人 

今
年
は
ク
ラ
ス
会
を
二
泊
三
日
で
奄
美
大

島
探
訪
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
総
勢
13
名

で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
巡
り
の
カ
ヌ
ー
や
原
生

林
散
策
、
黒
糖
焼
酎
工
場
見
学
な
ど
、
奄

美
独
特
の
文
化
に
触
れ
大
変
楽
し
く
ク
ラ

ス
会
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

港(

全)

14
期
E1 

坂
本 

俊
一 

高
橋
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
と
の
報
に
大
変

残
念
に
思
い
ま
す
。
私
達
の
ク
ラ
ス
会
に

は
毎
回
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
間
は
大
病
も
何
度
か
さ
れ
て
、
大
分
出

席
も
苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
教

え
子
達
も
古
希
を
迎
え
て
お
り
、
会
話
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
。 

港(

全)

15
期
E1 

新
谷 

義
雄 

６
月
19
日
15
期
E1
の
ク
ラ
ス
会
（
徳
一

会
）
に
出
席
の
予
定
で
す
。
26
年
ぶ
り
だ

そ
う
で
す
。
青
春
の
鍛
え
の
友
の
再
開
、

ど
う
な
る
事
や
ら
! 

小
又
良
一
先
生

元
気
そ
う
で
す
! 

 

港(

全)

16
期
Ａ 

野
尻 

孝 

年
と
共
に
同
窓
会
の
通
知
が
早
く
感
じ
ま

す
。
今
だ
会
社
の
経
営
を
し
て
い
る
の
で

現
役
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
小
・
中
・
高
・

大
学
と
共
に
勉
学
や
友
人
つ
き
あ
い
を
し

て
き
ま
し
た
が
元
気
な
知
ら
せ
が
う
れ
し

い
で
す
ね
。
昨
年
は
ク
ラ
ス
会
を
行
い
久

し
く
友
好
を
し
ま
し
た
。 

  

港(

全)

16
期
E2 

遠
藤 

康
治 

懇
親
会
出
席
。
今
年
も
E2
の
皆
さ
ん
が
集

ま
る
よ
う
手
紙
を
出
し
て
い
ま
す
。
住
い

が
遠
い
の
で
珍
し
さ
つ
い
で
に
絵
葉
書
通

知
作
戦
で
す
。 

―
―
長
崎
在
住
の
会
員
さ
ん
―
編
集
部 

 

港(

全)

19
期
E1 

加
藤 

誠 

港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
号
読
む
こ
と

で
、
母
校
と
の
絆
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
達
19

E1
も
集
ま
る
機
会
が
無
く
、
今

年
は
ク
ラ
ス
会
を
計
画
し
ま
す 

  
◇  
◇ 

 

◇ 
 

◇ 
  

 

     

 

高
輪(

一
本)

１
期
Ｅ 

慶
野 

寛 

港
工
高
最
終
の
卒
業
式
に
参
加
し
芝
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
の
懇
親
会
に
も
参
加
し
ま
し
た

が
当
時
浦
島
太
郎
で
し
た
。
そ
の
際
幾
本

先
生
（
同
級
生
）
の
死
を
知
り
又
富
田
先

生
（
理
科
大
で
同
級
生
・
東
工
大
教
授
・

理
科
大
教
授
）
も
そ
の
後
亡
く
な
り
、
本

当
に
淋
し
い
思
い
で
し
た
。
私
は
傘
寿
に

な
り
ま
す
。
輪
工
の
卒
業
時
ア
ル
バ
ム
を 

持
っ
て
い
ま
す
。 

 

高
輪(

一
本)

２
期
MB 

清
水 

譲 

会
員
と
し
て
は
私
一
人（
当
時
は
竹
田
姓
）。

当
時
の
仲
間
、
今
井
稔
、
後
藤
昭
二
、
本

谷
精
一
、
清
水
平
八
郎
、
今
生
き
て
居
る

の
か
？
、
会
長
の
前
田
さ
ん
も
我
が
高
輪

工
業
の
出
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
私
も
生
き

て
い
る
限
り
微
力
乍
ら
会
費
だ
け
は
協
力

さ
せ
て
戴
き
ま
す
。 

 

高
輪(

一
本)

７
期
E3 

吉
沢 

孝
義 

高
橋
光
春
君
と
は
組
は
違
っ
て
い
ま
し
た

が
、
卒
業
後
何
度
か
同
窓
会
で
歓
談
し
た

事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
六
平
先
生
に
は

授
業
そ
っ
ち
の
け
で
、
よ
く
文
学
の
話
を

し
て
戴
き
ま
し
た
。
発
刊
な
さ
っ
た
本
も

持
っ
て
い
ま
す
。
高
橋
君
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
。
賛
助
金
送
り
ま
す
。 

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
（平
成
27
年
度
） 

 
 

返
信
は
が
き
か
ら
の 

 
 

 

想
い
出
・近
況
（平
成
27
年
度
） 
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高
輪(

一
本)

７
期
E4 

安
達 

藤
三 

私
、
元
気
で
一
人
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。 

  

高
輪(

二
本)
９
期
Ｅ 

若
月 

茂 

高
輪
時
代
が
な
つ
か
し
い
ね
。
現
在
は
老

人
会
の
会
長
で
、
会
員
と
カ
ラ
オ
ケ
、
輪

投
げ
等
、毎
日
を
楽
し
く
送
っ
て
居
ま
す
。 

  

麻
布(

一
本)

４
期
Ｅ 

石
黒 
秀
雄 

昭
和
十
八
年
一
二
月
二
十
日
、
戦
時
繰
り

上
げ
卒
業
か
ら
七
十
年
余
り
、
我
々
麻
工

第
四
期
電
気
科
36
人
卒
業
生
か
ら
、
確
認

で
き
る
者
十
余
人
と
な
り
、
全
く
人
生
、

世
の
中
の
移
り
変
わ
り
の
早
さ
に
感
嘆
す

る
昨
今
の
年
齢
と
な
り
ま
し
た
。 

  

麻
布(

一
本)

４
期
Ｅ 

君
塚 

仁 

た
ま
に
は
皆
様
に
お
会
い
し
た
い
と
思
っ

て
居
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
体
調
が
思
わ
し

く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
欠
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

  

麻
布(

一
本)

４
期
Ｅ 

津
村 

勝
弥 

往
年
の
麻
工
生
も
88
才
の
米
寿
と
な
り

ま
し
た
。
い
ま
の
と
こ
ろ
大
き
な
持
病
も

な
く
普
通
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。 

麻
工
時
代
の
軍
事
教
練
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
脚
に
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
き
38
式

歩
兵
銃
を
か
つ
い
で
「
麻
工
」
か
ら
「
代
々

木
練
兵
場
」
ま
で
行
軍
。
練
兵
場
で
は
電

気
科
、
機
械
科
に
わ
か
れ
て
遭
遇
戦
の
演

習
。
帰
校
す
る
と
ヘ
ト
ヘ
ト
で
し
た
。 

 

港(

全)

２
期
Ｍ 

田
村 

恵
一 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
で
高
橋
光
春
先
生
の
ご

逝
去
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
先
生
が
教
員

に
ご
就
任
の
前
、
理
科
室
の
実
験
助
手
を

さ
れ
て
い
た
頃
、
夜
間
部
の
実
験
助
手
と

し
て
奉
職
し
た
の
で
先
生
に
は
先
輩
同
僚

と
し
て
公
私
共
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
放
課
後
、
誰
も
い
な
い
校
庭
で
二
人

だ
け
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
た
時
の
ボ
ー

ル
の
感
覚
な
ど
、
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
お

り
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

  

港(

全)

３
期
Ｍ 

坂
巻 

俊
幸 

私
も
83
才
の
大
台
に
乗
り
ま
し
た
。
健
康

に
留
意
し
二
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観

る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。 

  

港(

全)

３
期
Ａ 

小
倉 

昇 

い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
今
日
の
状
況
で
よ
く
ぞ
ご
努
力
下
さ

い
ま
し
た
。た
だ
頭
を
下
げ
る
だ
け
で
す
。 
  

港(

全)

３
期
Ａ 

波
多
野 
稔 

全
身
年
並
に
そ
こ
そ
こ 

〝
ガ
タ
〟 
が
生

じ
て
い
ま
す
が
、ど
う
に
か 

〝
ガ
タ
〟
に

付
き
合
い
な
が
ら
平
凡
に
生
き
て
い
ま
す
。 

  

港(

全)

３
期
Ｅ 

粕
谷 

英
夫 

小
生
リ
タ
イ
ヤ
後
10
年
を
経
て
、
地
域
の

依
頼
で 

ひ
の
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
協

会
々
会
長
と
し
て
忙
し
い
毎
日
を
元
気
に

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

３
期
Ａ 

三
宅 

晃 

戦
後
の
大
変
な
時
期
を
港
工
で
楽
し
く
且

つ
あ
る
意
味
で
は
気
ま
ま
に
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。
私
は
図
書
室
と
自
動
車
と
に
か

な
り
拘
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ

て
は
懐
か
し
い
想
い
出
の
一
齣
で
す
。
同

窓
会
誌
で
明
石
先
生
の
お
名
前
を
う
れ
し

く
拝
見
、
御
元
気
で
お
ら
れ
る
様
子
、
な

に
よ
り
で
す
。 

  

港(

全)

３
期
Ｐ 

加
藤 

琢
二 

元
気
に
参
加
出
来
る
も
の
と
油
断
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
体
調
不
良
で
私
と
妻
が
変
わ

る
替
わ
る
動
け
な
い
有
様
。
誠
に
申
し
わ

け
な
く
思
い
ま
す
。
特
に
遠
藤
君
に
は
は

る
ば
る
の
ご
参
加
感
謝
し
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。
盛
会
祈
念
。 

  

港(

全)

３
期
Ｐ 

須
藤 

千
尋 

港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
初
め
て
拝
見
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
は
老
人
ホ
ー
ム
に

入
所
し
て
い
る
父
に
読
ん
で
あ
げ
た
と
こ

ろ
、
昔
の
こ
と
が
一
気
に
思
い
出
さ
れ
た

よ
う
で
と
っ
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
！

特
に
会
長
の
前
田
様
は
「
俺
の
同
級
生
だ

よ
！
」
と
言
っ
て
い
ろ
い
ろ
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
次
の
連
絡
を
父
と
楽
し
み
に
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
｜
長
女 

三
浦
千
里 

 
港(

全)
６
期
Ｐ 

佐
々
木 

修
一 

懇
談
会
だ
け
出
席
し
ま
す
。
秋
の
旅
行
に

は
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
可
能
か
否
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

港(

全)

５
期
Ｃ 

中
島 

昭
治 

初
め
て
の
参
加
で
す
。
よ
ろ
し
く
。 

  

港(

全)

６
期
Ｐ 

勝
倉 

和
男 

何
と
か
元
気
で
お
り
ま
す
。 

  

港(

全)

６
期
Ｃ 

大
串 

忠
史 

今
年
７
月
に
は
満
80
才
と
な
り
ま
す
。 

現
在
は
体
を
動
か
す
事
は
充
分
出
来
る
の

で
、
今
の
う
ち
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
等
を

早
い
う
ち
に
行
っ
て
見
た
い
と
考
え
ま
す
。 

  

港(

全)

６
期
Ｃ  

土
子 

賢
治 

認
知
症
予
防
に
、
毎
日
の
新
聞
記
事
を
ス

キ
ャ
ナ
ー
で
p
e
n
入
れ
検
索
で
き
る

よ
う
名
前
を
つ
け
る
作
業
を
日
課
と
し
て

い
ま
す
。 

 

港(

全)

７
期
Ａ 

中
里 

浩 

昨
年
総
会
に
参
加
し
た
が
部
活
の
中
に

我
々
が
親
し
ん
で
き
た
柔
道
部
が
無
い
こ

と
に
気
づ
き
大
変
残
念
に
思
っ
た
。
旧
校

舎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
庭
に
畳
を
敷
き
プ

ー
ル
の
横
で
練
習
し
た
。
雨
の
日
は
講
堂

の
中
に
畳
を
敷
き
練
習
に
励
ん
だ
事
を
思

い
出
し
ま
す
。
今
は
も
う
で
き
ま
せ
ん
。 

  

港(

全)

８
期
Ｃ 

中
尾 

力 

些
少
な
が
ら
活
動
費
の
一
部
に
し
て
下
さ

い
。
会
費
共
１
万
２
千
円
送
り
ま
し
た
。 

 

―
―
―
毎
年
の
心
遣
い
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
―
―
―
同
窓
会
会
長
・
前
田 

 

5



 

臨時号                                平成 27 年 10 月 20 日 

 

港工同窓会ニュース

港(

全)

８
期
Ｍ 

海
野 

鑑
一 

体
調
良
好
で
あ
り
ま
す
が
、
投
薬
等
の
関

係
で
長
時
間
の
外
出
が
難
し
い
と
き
が
あ

り
ま
す
。
又
、
そ
の
日
の
天
候
や
気
温
な

ど
に
も
よ
り
腹
痛
が
あ
る
な
ど
や
っ
か
い

で
す
。
だ
ま
し
だ
ま
し
の
生
活
で
す
。
皆

様
に
お
目
に
掛
か
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｃ 

沢
登 

広
三 

元
気
で
居
り
ま
す
。
秋
に
は
同
級
会
が
あ

り
ま
す
。
12
～
15
人
集
ま
り
ま
す
。 

 

港(

全)

８
期
Ｃ 

彦
坂 

浩
司 

秋
の
六
郷
祭
、
年
を
取
り
死
ぬ
迄
に
と
思

い
、今
年
は
見
学
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。 

  

港(

全)

９
期
Ｐ 

清
水 

昭
一 

港
を
卒
業
し
て
製
鉄
会
社
へ
入
社
し
ま
し

た
。
鉄
を
相
手
に
正
に
重
労
働
で
、
労
働

組
合
紙
に
は
マ
ン
コ
ロ
と
云
う
言
葉
が
良

く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
キ
ツ

イ
労
働
の
結
果
、
定
年
で
退
職
後
間
も
な

く
コ
ロ
ッ
と
亡
く
な
る
と
云
う
こ
と
で
す
。

今
は
各
業
種
と
も
改
善
さ
れ
、
そ
の
言
葉

は
無
く
な
り
ま
し
た
。
昨
年
後
期
高
齢
者

の
通
知
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、
介
護
の
世

話
に
な
ら
ず
、
マ
ン
コ
ロ
は
な
く
、
ピ
ン

ピ
ン
と
元
気
で
ピ
ン
コ
ロ
で
向
こ
う
岸
へ

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

港(

全)

13
期
E2 

林 

正
雄 

孫
な
ど
を
連
れ
て
懇
親
会
に
参
加
し
ま
す
。 

 

港(

全)

９
期
Ｃ 

小
嶋 

観
民 

高
三
の
折
、
体
育
祭
の
バ
ス
ケ
の
試
合
で

体
育
の
先
生
と
、
バ
ス
ケ
部
の
主
将
と
し

て
意
地
の
張
り
合
い
と
な
り
、
先
生
の
肘

鉄
で
目
尻
を
切
り
数
針
ぬ
っ
た
想
い
出
が

忘
れ
ま
せ
ん
。（
旧
姓 

木
内
堯
仁
） 

 
  

港(

全)

10
期
E2 

佐
藤 

弘
司 

毎
年
、
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
読
み
乍
ら
、

同
窓
会
が
存
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
て
居
り
ま
す
。
同
窓
会
は
ク
ラ
ス
会
と

は
ま
た
違
っ
て
、
諸
先
生
方
、
諸
先
輩
に

お
会
い
で
き
小
生
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

  

港(
全)
11
期
E1 

水
野 

武 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
で
港
工
高
が
更
地
に
な

っ
た
の
を
知
り
ま
し
た
。
狭
い
校
庭
で
バ

ス
ケ
の
練
習
後
プ
ー
ル
で
泳
ぎ
ま
し
た
。 

 
 

 

港(

全)

12
期
Ｍ 

小
林 

英
克 

自
営
の
商
店
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

は
ガ
ン
を
患
い
今
も
治
療
中
で
す
。 

  

港(

全)

12
期
Ｃ 

桃
井 

義
雄 

母
校
の
跡
が
病
院
へ
と
変
わ
る
報
を
い
た

だ
き
、
55
年
の
時
代
の
流
れ
を
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。
ま
だ
現
役
で
、
規
模
を

小
さ
く
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。 

  

港(

全)

14
期
Ａ 

嶋
田 

昌
弘 

「
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
」
い
つ
も
懐
か
し
く

読
ま
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。 

 

港(

全)

13
期
Ｃ 

小
林 

勝
利 

卒
業
以
来
変
わ
ら
ず
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
４
人

で
麻
雀
を
二
ヶ
月
に
一
度
程
度
や
っ
て
お

り
ま
す
。
最
近
は
歳
の
せ
い
か
、
お
互
い

若
干
の
認
知
が
加
わ
り
言
動
に
お
か
し
な

事
が
加
わ
り
始
め
て
お
り
ま
す
が
、
一
生

続
け
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

港(

全)

14
期
Ａ 

能
井 

国
雄 

世
田
谷
か
ら
志
津
（
千
葉
県
佐
倉
市
）
に

越
し
て
か
ら
早
３
年
近
く
に
な
り
、
病
院

通
い
の
毎
日
で
す
が
元
気
で
お
り
ま
す
。 

  

港(

全)

14
期
Ａ 

平
尾 

修 

お
か
げ
さ
ま
で
級
友
と
の
通
信
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
学
舎
辺
り
の
変
わ
り
よ
う
に

は
あ
き
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
が
、
こ
れ

が
時
の
流
れ
と
い
う
も
の
で
す
。 

  

港(

全)

14
期
E1 

野
村 

一
男 

高
橋
光
春
先
生
は
担
任
の
先
生
で
し
た
。

卒
業
後
も
学
校（
港
工
）へ
行
き
ま
し
た
。

御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
の
５
月

に
ク
ラ
ス
会
で
お
会
い
し
た
の
が
最
後
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
港(

全)

15
期
Ｃ 

島
崎 

勝 
毎
日
を
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 
 

港(

全)
15
期
Ｃ 

長
谷
部 

隆 

健
康
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
趣
味
の
Ｈ
Ａ
Ｍ

を
の
ん
び
り
楽
し
ん
で
い
な
す
。 

 

港(

全)

15
期
Ｃ 

新
野 

勝
司 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。 

昨
年
の
総
会
の
席
に
て
Ｈ
Ｐ
の
更
新
等
の

お
話
が
有
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
時
々
Ｈ
Ｐ
を

み
て
い
ま
す
が
、
12
／
12
／
05
が
最
新

情
報
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
・・・・
？ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

―
―
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
最
新
情

報
に
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

情
報
に
詳
し
い
方
、
ど
な
た
か
是
非
理
事

に
ご
参
加
く
だ
さ
い 

―
―
―
編
集
部 

  

港(

全)

16
期
Ｍ 

為
我
井 

靖
世 

昨
年
脳
梗
塞
を
患
い
リ
ハ
ビ
リ
中
で
す
。 

  

港(

全)

16
期
Ｍ 

本
道 

敏
男 

古
希
を
迎
え
ま
し
た
が
元
気
で
楽
し
い
人

生
を
歩
ん
で
い
ま
す
。 

  

港(

全)

16
期
Ａ 

斉
藤 

義
勝 

毎
回
の
会
報
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
す
。 

今
年
は
古
希
を
迎
え
、
記
念
に
富
士
山
の

登
山
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
予
定
で
す
。

い
つ
ま
で
登
山
を
続
け
て
い
ら
れ
る
か
・・ 

  

港(

全)

16
期
Ａ 

鈴
木 

昭
二 

港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
い
つ
も
な
つ
か
し

く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

  

港(

全)

16
期
E2 

鳥
海 

茂 

通
学
で
烏
森
か
ら
学
校
ま
で
ジ
グ
ザ
グ
に

歩
い
た
事
を
な
つ
か
し
く
思
い
ま
す
。 
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臨時号                                平成 27 年 10 月 20 日 

 

港工同窓会ニュース

 
港(

全)

17
期
Ａ 

原 

国
泰 

家
内
と
二
人
で
出
席
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
  

港(

全)

17
期
Ａ 

橘
内 

常
夫 

今
頃
の
季
節
に
な
る
と
想
い
だ
し
ま
す
。

修
学
旅
行
で
行
っ
た
東
北
地
方
の
十
和
田

湖
、
八
甲
田
、
花
巻
、
八
甲
田
の
雲
の
回

廊
に
は
驚
き
ま
し
た
。良
い
想
い
出
で
す
。 

  

港(

全)

17
期
Ｃ 

福
島 

秀
三 

想
い
出
・
・
・
俳
優
六
平
氏
の
Ｔ
Ｖ
出
演

を
み
る
た
び
に
図
書
館
長
・
六
平
先
生
を

想
い
だ
さ
れ
ま
す
。
日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ド

土
パ
ッ
カ
ー
ド
（
株
）
62
歳
退
職
。
東
京

工
科
大
学
講
師
を
経
て
、
完
全
退
職
生
活

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
お
り
ま
す
。
港
工
の

歴
史
が
、
今
の
私
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

 
  

港(

全)

18
期
Ｍ 

佐
々
木 

博
光 

港
工
同
窓
ニ
ュ
ー
ス
14
号
の
中
で
明
石

先
生
、
小
笠
原
将
幸
先
生
の
近
況
を
見
つ

け
な
つ
か
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
私
は
今

は
亡
き
植
松
先
生
が
担
任
で
し
た
。
明
石

先
生
は
植
松
先
生
と
仲
良
さ
そ
う
に
談
笑

さ
れ
、
小
笠
原
先
生
は
富
津
の
臨
海
学
校

で
男
同
士
で
マ
イ
ム
マ
イ
ム
を
踊
っ
た
こ

と
が
脳
裏
に
浮
か
び
ま
し
た
。 

  

港(

全)

18
期
Ｃ 

中
村 

良
昭 

小
生
、
現
役
で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

港(

全)

18
期
Ａ 

田
中 

二
昭 

暫
く
は
慈
恵
通
い
の
毎
日
で
す
。
旧
校
舎

は
正
面
前
の
壁
と
木
立
、
ス
ロ
ー
プ
は
当

時
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
科
の

方
々
に
は
懐
か
し
い
実
習
場
の
床
に
は
ピ

ッ
ト
と
リ
フ
ト
の
跡
が
ま
だ
見
え
ま
す
。 

  

港(

全)

18
期
Ａ 

室
井 

敏
夫 

年
は
取
り
ま
し
た
が
元
気
で
生
活
し
て
い

ま
す
。
た
ま
に
行
わ
れ
る
同
期
の
同
窓
会

は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

  

港(

全)

18
期
E1 

白
井 

正
治 

昨
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
港
工
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
調
べ
、
同
窓
会
活
動
に
参
加
さ

せ
た
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
年

始
め
て
総
会
と
懇
親
会
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
18

E1
の
仲
間
に
会
え
ば

う
れ
し
い
の
で
す
が
。 

  

港(

全)

18
期
E1 

古
屋 

国
雄 

私
の
大
親
友
の
港
工
高
同
級
生
で
も
あ
る

日
野
明
さ
ん
が
６
月
４
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
残
念
で
す
。 

  

港(

全)

20
期
Ａ 

山
口 

一
成 

昨
年
、
愛
宕
山
に
登
り
、
在
学
中
、
田
休

部
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
思
い
出
し
懐
か
し

く
思
い
ま
し
た
。 

 
  

港(

全)

20
期
E1 

占
野 

明 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。 

 

港(

全)

22
期
Ａ 

伊
東 

一
彦 

初
め
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。 

  

港(

全)

25
期
Ｃ 

渡
辺 

聖
一 

卒
業
し
て
42
年
、
と
う
と
う
定
年
に
な
り

ま
し
た
。 

  

港(

全)

29
期
E1 

小
野
里 

栄
治 

先
日
、
学
校
が
あ
っ
た
場
所
に
行
っ
て
み

ま
し
た
。
校
舎
が
な
く
な
り
更
地
に
な
っ

た
跡
地
を
見
る
の
は
淋
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

こ
こ
に
通
っ
た
３
年
間
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
40
年
前
は
あ
ん
な
に
狭
い
と
思
っ
て

い
た
学
校
の
敷
地
が
更
地
に
な
っ
た
今
は

や
け
に
広
く
見
え
ま
し
た
。 

 
 

 
  

港(

全)

30
期
Ｍ 

野
口 

一
久 

お
知
ら
せ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
回
は
出
席
で
き
ま
せ
ん
が
、
次
回
は
同

期
、
後
輩
を
連
れ
て
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
昼
食
の
時
、
よ
く
食
し
た
パ
ン
屋

バ
ー
ゼ
ル
、
味
よ
し
、
今
は
あ
り
ま
せ
ん

が
よ
か
っ
た
な
～
。
愛
宕
神
社
は
健
在
で

す
ね
。 

  

港(

全)

32
期
E1 

武
田 

敏
秀 

現
在
、
静
岡
に
単
身
で
出
向
中
。
六
郷
工

科
は
自
宅
近
く
な
の
で
す
が
、
出
席
で
き

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
恩
師
に
会
い
た
と

思
い
ま
す
が
、六
郷
祭
に
な
り
そ
う
で
す
。 

  

港(

全)

43
期 
山
下 

耕
作 

海
外
出
張
の
た
め
、
欠
席
し
ま
す
。 

 

港(

定)

８
期
Ｅ 

松
井 

和
男 

先
日
、
同
窓
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
会
う
機

会
が
あ
っ
た
。
卒
業
か
ら
60
年
で
す
。
ク

ラ
ス
メ
ン
バ
ー
も
年
々
天
国
暮
ら
し
と
な

り
音
信
も
絶
え
淋
し
い
反
面
、
元
気
に
下

界
で
活
動
し
て
い
る
我
々
は
な
ん
と
幸
福

な
こ
と
か
と
自
己
満
足
し
て
い
る
。
旅
立

ち
の
準
備
で
身
辺
整
理
を
し
て
い
ま
す
。 

  

港(

定)

９
期
Ｃ 

佐
田 

一
郎 

日
頃
あ
の
港
工
高
の
あ
の
場
所
を
思
い
出

し
て
時
に
は
芝
に
行
っ
た
つ
い
で
に
、
な

つ
か
し
く
思
っ
て
あ
の
道
を
歩
い
た
。
な

ん
だ
か
高
校
生
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

て
な
つ
か
し
か
っ
た
。 

  

港(

定)

９
期
Ｃ 

山
元 

稔 

腎
臓
高
血
圧
で
医
師
か
ら
食
事
制
限
を
受

け
て
い
ま
す
今
以
上
に
悪
化
す
る
と
透
析

と
な
り
ま
す
。
旨
い
も
の
が
あ
れ
ば
つ
い

つ
い
手
が
出
て
し
ま
う
意
志
の
弱
さ
。 

  

港(

定)

10
期
Ｍ 

長
谷
川 

弘 

喜
寿
を
過
ぎ
、
会
社
退
職
後
も
続
け
て
い

た
都
内
専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
も
一
昨

年
退
官
い
た
し
ま
し
た
。
今
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ
と

小
さ
な
畑
仕
事
、
ゴ
ル
フ
、
ス
ワ
ロ
ー
ズ

の
応
援
の
日
々
で
す
。 

  

港(

定)

10
期
Ｅ 

小
玉 

昭 

総
会
は
顔
を
見
知
っ
た
人
が
一
人
も
居
な

く
て
非
常
に
気
ま
ず
い
思
い
を
す
る
の
で

出
席
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
ま
す
。 
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